
臥
京
都
諾
同
公
的
色
名
U

の
う
ち
に
在
っ
て
、
提
言
宗

で
あ
っ
た
。
惣
待
寺
併
に
依
れ
ば
、
元
亨
元
年
寺
中
旬

帥
伯
仲
山
帥
定
賢
が
館
前
V
を
得
て
、
そ
の
寺
地
を
祭
山
紹

刊
に
刷
出
旬
、
こ
t
h

に
初
め
て
総
持
寺
の
悲
が
成
っ
た

と
あ
る
o
今
総
持
寺
文
明
U

に
、
元
亨
元
年
七
且
品川二

日
附
で
定
貨
が
務
局
寺
抑
止H
堂
唱
す
縮
政
地
を
街
地
し

た
朕
そ
存
す
る
o
ま
た
正
腿
二
年
=
一
且
六
日
附
先
制

定
伐
の
相
聞
に
よ
っ
て
、
結
問
寺
の
院
主
般
に
大
法
附

定
員
を
補
任
し
た
献
に
、
櫛
比
庄
品問谷
凶
(
内
か
U

村

内
諸
岡
寺
と
す
る
も
の
は
、
諸
問
村
の
寺
地
を
避
け

渡
し
た
後
新
た
に
穂
じ
た
寺
地
で
あ
ら
う
。
諮
問
寺

は
夙
に
除
し
て
今
存
せ
ぬ
。

モ
ロ
ヲ
カ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

諸
岡
比
古
神

社

須

咋
部
ご
所
宮
に
鎮
座
す
る
。
能
菅
名
跡
芯
に
『
二
郎

宮
村
、潟
ハ
前
野
拍
向
ゾ
の
此
方
な
り
。
諮
問
比
古
神
社
立

給
ふ
。
音
大
祉
に
て
、
防
部
に
て
紳
中
心
枇
附
あ
b
o

枇
領
二
千
石
な
O
L
問
。
邸
内
隠
し
。
此
森
茂
・
り
て

近
郷
よ
り
見
え
し
放
、
元
は
森
村
と
い
ひ
し
問
。
中

比
城
地
の
こ
と
も
あ
り
し
と
て
地
場
等
も
あ
。
。
或

時
枇
品
川
と
枇
入
、
元
閉
聞
に
制
前
に
て
口
論
仕
出
し
、

丸山
同
に
及
び
て
人
死
す
る
こ
と
多
〈
、
此
時
宮
山
岨
制
押

す
。
云
々
。
以
時
の
祉
併
は
二
虫
脇
な
る
畑
山
間
村
と

い
ふ
に
退
き
、
則
ち
森
山
と
て
提
言
宗
六
坊
あ
り
。

惣
名
安
養
寺
と
い
ふ
。
』
と
短
す
る
。
し
か
し
、
式

内
等
部
社
認
に
は
、
『
二
郎
宮
熊
野
御
枇
。
土
問
庄

二同
盟
国
銀
度
。
祭
耐
伊
推
計
結
伊
排
船
二
館
。
政
云
一
】

二
郎
{
呂
ベ
』
と
あ
る
か
ら
、
承
邸
の
頃
に
は
二
所
宮
熊

野
副
社
と
蹴
し
た
と
見
え
、
そ
れ
を
能
官
名
跡
志
の

安
永
切
に
於
い
て
諮
附
比
古
制
抑
制
と
し
た
ζ
と
は
、

何
の
出
闘
が
あ
っ
た
か
知
ふ
り
縫
い
。

能
積
芯
徴
に
も
、

『
社
地
の

体
裁
を
見
る
に
、
貨
に
古
へ
大
祉
な
お
り
け

ん
、邸
内
の
院
大
な
る
宙
木
の
生
茂
れ
る
係
、式
内
の

訓
祉
な
る
べ
き
祉
母
な
れ
ど
、
硲
偲
古
文
部
等
の
路

モロ
l

ヤ
ク

す
べ
き
も
の
な
〈
、
誠
に
治
憾
と
い
ふ
べ
し
。
』
と

論
じ
て
ゐ
る
。

モ
ロ
ヲ
カ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

諮
問
比
古
神
社

臥

宮
部
滋
下
に
釘
座
し
た
。
式
内
等
部
祉
犯
に
、『諮
問

比
古
跡
駐
。
式
内
一
座
。
櫛
比
庄
道
下
村
銀
座
。
都
-一

銭
川
明
前
↓
或
云
金
判
官
。
近
畑
一
白
依
村
惣
枇
。
初
出

傍
云
。
佐
古
以
来
初
咋
制
境
櫛
出
陀
新
聞
村
銀
座
之

躍
、
務
総
山
総
持
寺
創
立
之
際
移
a
純
子
今
枇
地
寸
諸

問
村
今
云
=
定
出
村
一
』
と
怨
さ
れ
る
が
、
持
附
村
を

後
の
定
出
村
の
み
と
す
る
の
も
拠
な
る
べ
〈
、
H
っ

こ
ム
に
諾
岡
地
古
一
柳
祉
と
群
す
る
銭
川
明
耐
は
悶
よ

り
道
下
に
在
っ
た
も
の
で
、
諸
問
か
ら
移
耐
押
し
た
も

の
と
思
は
れ
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
若
し
移
純
し
て
来
た

も
の
と
し
て
も
、
後
の
総
持
寺
附
近
が
古
来
羽
咋
郡

で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
か
ら
、
延
開
門
ふ
功
例
昨
部
の
諮

問
比
古
訓
祉
を
そ
れ
に
抱
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

但
し
上
越
の
諸
問
比
古
訓
祉
は
、
明
治
十
四
年
石
山間

比
古
跡
祉
に
ム
円羽
化
さ
れ
た
抑
制
河
訓
祉
の
こ
と
で
、
十

五
年
に
石
湖
比
古
訓
祉
を
脱
抑
制
し
た
箭
附
比
古
跡
匙

の
あ
づ
か
る
所
で
は
な
い。

モ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ

悶
慶
寺

能
楽
郡
大
拶
に
在
っ

て
、
認
宗
京
振
に
協
す
る
。

モ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ

悶
敬
寺

石
川
川
上
野
新
に
在

っ
て
、
国
叫
宗
束
涯
に
印
す
る
。
明
治
十
一
年
八
且
道

援
を
改
め
て
開
放
坊
と
会
抑
制
し
、
十
三
年
十
一
且
明
記

に
寺
山
肌と
し
た
。

モ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

悶
成
寺

て
、
回
叫
宗
東
振
に
鹿
す
る
。

羽
咋
郡
抑
水
北
庄
に
邸
ず
る

モ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

問
成
寺

て
、
由
民
宗
一
以
福
山
に
m
幽
す
る
。

モ
ン
シ
ン
ジ

悶
信
寺

異
宗
束
涯
に
m
幽
す
る
。

モ
ン
ゼ
ン
門
前

石
川
端
山
永
に
在
つ

出
品
加
古
問
削
に
在
つ

臥
京
都
合
胞
に
在
っ
て
、

三
郎
左
衛
門

・
保
宙
讃
岐
人
道
等
袋
に
職
う
て
死
ん

だ
と
あ
る
。

ヤ
ウ
カ
イ
チ
デ
八
目
前
出

石
川
部
都
江
郷
に

臨
す
る
部
孫
。

ヤ
ウ
カ
イ
チ
ノ
シ
ン
エ
モ
ン
八
日
市
の
新
右
衛

門

能

茨
郡
八
日
市
の
人
。
法
服
二
年

E
月
前
川
利

治
よ
り
扶
持
米
十
石
を
受
け
、
四
年
三
月
持

m
b内

八
反
二
百
島
町
を
頂
抑
制
し
て
御
技
待
人
十
村
と
な
っ
た

が
、
見
文
七
年
織
を
犯
ぜ
ら
れ
て
、
子
一
此
右
衛
門
後

を
裂
い
だ
。

ヤ

ギ

矢

木

石
川
州
州
都
江
棚
加
に
邸
す
る
部
椛
。

ヤ
ギ
ア
ラ
ヤ
矢
木

荒

屋

石
川
郡
松
江
沼
に
町田

す
る
部
古
田
。

ヤ
キ
カ
マ
ヤ

嶋田
釜
屋

能

築
制
的
の
内
の
小
子。

ヤ
キ
ヨ
ウ
ヅ
カ
ヒ
夜
血
一遺

滞
政
時
代
に
、
士

が
夜
間
狽
犬
を
件
ひ
、
郡
山
封
深
山
幽
谷
に
入
っ

て
狐

m
H
な
ど
を
狩
る
こ
と
を
夜
興
治
ひ
と
い
う
た
。
加
れ

務
に
も
大
都
寺
滞
に
も
行
は
れ
て
、
胎
力
を
拙
肺
る刊叫

に
せ
ら
れ
た
。

ヤ
キ
ヲ

漉
尾

町出
品川
叩
石
励
山
門
部
務
名
U

に
凶

す
る
小
手
。

ヤ
ヲ
オ
ウ
イ
ン

薬
王
院

江

泊

総
山
代
に
伝
っ

て
提
言
宗
に
邸
ず
る
。
白
山
記
に

『白
山
抗
院
ρ

舶

鵬
首
池
口
市
寺
厳
禁
寺
小
野
坂
大
器
寺
一
宮
々

、
五
院
ハ
山

代
庄
之
内
歎
。
』
と
あ
る
拠
出
水
寺
が
是
で
あ
る
。
苦
泡

に
い
ふ
。
紳
組
二
年
行
恭
昔
時
腕
錫
を
越
路
の
中
国
に
飛

ば
し
て
白
山
に
育
っ
た
時
、
初
め
て
此
の
泊
泉
に
浴

し
、
湯
地
を
聞
き
て
傍
に
一
宇
を
結
び
、
自
ら
山知帥

如
来
及
び
日
光
・且
光
・十
三
制
勝
の
品
開
を
彫
刻
し
て

永一
〈
揃
口
市
の
守
股
と
し
、
館
方
山
抽
出
附
寺
と
川
出
し
た

と
。
こ
の
寺
の
叡
苛
に
白
山
一
位
の
あ
る
の
は
、
地内点

寺
が
白
山
寺
の
米
院
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
従
う

て
省
時
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
ら
う
。
今
寺
山
聞
に
木
遣

部
古
川
。
元
肱
十
四
年
の掴田
村
名
義
抄
に
、『
此耐胞
の
山

玉
、
佐
古
は
散
家
多
、
其
門
前
に
有
之
，
れ
に
付
、
門

前
村
と
限
巾
尚
巾
仰
候
。
』
と
あ
る
。

モ
ン
ゼ
ン
門
前

悶
豆
郡
櫛
比
庄
に
邸
す
る
部

古
川
。
総
持
寺
の
門
前
な
る
が
般
に
名
づ
け
る
。
正
保

の
給
制
に
も
元
般
の
郷
村
帳
に
も
寺
町
と
犯
さ
れ
、

叉
寺
ロ
と
も
い
う
た
。
能
猪
名
跡
芯
に
、『寺
口
は
門

前
村
と
い
ひ
て
こ
首
相
許
家
政
あ
り
。
総
持
寺
の
門

前
な
り
。
宿
屋
・術
家
・務
職
人
あ
り
。
家
凱
能
く
、

緊
呂
な
る
加
な
り
。
』
と
杷
ず
る
。

モ
ン
ゼ
ン
ジ

問
善
寺

金
保
範
屋
川
に
在
っ
て
、

民
家
来
援
に

臨
す
る
o
初
め
木
，
街
傑
に
民
た
が
、

正
保
二
年
今
の
地
に
斡
じ
た
と
い
ふ
。

モ
ン
ポ
ン

関
本

↓
パ
イ
ザ
ン
モ
ン
ポ
シ
梅

山
間
本
。

モ
ン

Z
ヨ
ウ
ジ

悶
名
寺

羽
町
郁
子
捕
に
在
っ

て
、
ロ
叫
宗
東
一
訟
に
邸
す
る
。
も
と
遊
山
端
で
あ
っ
た
が
、

明
治
十
三
年
六
且
省
蹴
の
公
椴
仇
官
許
さ
れ
た
。

ヤ

ヤ
ウ
カ
イ
チ

る
部
古
川
。

八
日
市

江
加
制
能
決
境
に
回
す

ヤ
ウ
カ
イ
チ
八
日
市

石
川
郡
抑
野
庄
に
臨
す

る
部
古
川
。
郷
村
名
義
抄
に
、
此
の
村
領
の
内
惣
門
と

い
ふ
開
聞
か
ら
在
所
ま
で
の
聞
に
、
古
へ
問
作
の
家
が

あ
っ
て
、
保
月
入
日
に
市
を
立
て
た
か
ら
村
名
が
起

っ
た
と
し
て
ゐ
る
。

ヤ
ウ
カ
イ
チ
シ
ン
ポ
八
日
市
新

保

石

川
郡
都

江
郷
に
邸
す
る
畑
山
町
町
。
泊
地
胞
に
、
柴
凹
勝
家
の
討

入
っ
た
降
、
入
日
市
新
保
の
民
主
・
氷
山
備
前

・
相
子

八
五
七


